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大規模災害等発生時の交通規制の流れ
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緊急通行車両

○ 緊急通行車両の定義

災害対策基本法施行令第32条の２各号に規定する車両
法第七十六条第一項の政令で定める車両は、次に掲げるもの
（第二号に掲げる車両にあっては、次条第三項の規定により当
該車両についての同条第一項の確認に係る標章が掲示されて
いるものに限る。）とする。
一 道路交通法（昭和三十五年法律第百五号）第三十九条第一項
の緊急自動車

二 災害応急対策に従事する者又は災害応急対策に必要な物
資の緊急輸送その他の災害応急対策を実施するため運転中
の車両（前号に該当するものを除く。）
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○ 災害応急対策に従事する者又は災害応急対策に必要な物資の緊急輸送
その他の災害応急対策を実施するため運転中の車両とは？

大規模災害発生時において、防災基本計画、防災業務計画、地域防災計画等に基づき、
災害対策基本法第５０条第１項に規定する災害応急対策を実施するために使用される
計画がある車両

（警察庁通達による定義）

○ 災害対策基本法第５０条第１項に規定する災害応急対策とは？

・ 警報の発令及び伝達並びに避難の勧告又は指示に関する事項

・ 消防、水防その他の応急措置に関する事項

・ 被災者の救難、救助その他保護に関する事項

・ 災害を受けた児童及び生徒の応急の教育に関する事項

・ 施設及び設備の応急の復旧に関する事項

・ 清掃、防疫その他の保健衛生に関する事項

・ 犯罪の予防、交通の規制その他災害地における社会秩序の維持に関する事項

・ 緊急輸送の確保に関する事項

・ その他災害の発生の防禦又は拡大の防止のための措置に関する事項
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規制除外車両

○ 規制除外車両の定義

民間事業者等による社会経済活動のうち大規模災害発生時に優先
すべきものに使用される車両であって、公安委員会の意思決定によ
り通行を認めることとなるもの。（緊急通行車両を除く）

○ 規制除外車両の種別
・ 自動車番号標により、外形的に車両の使用者又は種類が識別
できる車両。

・ 上記以外の車両
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規制除外車両のうち、自動車番号標により、外形的に車両の
使用者又は種類が識別できる車両以外の車両とは？（例示）

○ 医師・歯科医師、医療機関等が使用する車両

○ 医薬品・医療機器・医療用資材等を輸送する車両

○ 患者等輸送車両（特別な構造・装置があるもの）

○ 建設用重機、道路啓開作業用車両又は重機輸送車両

○ 燃料を輸送する車両（タンクローリー）

○ 路線バス・高速バス

○ 霊柩車

○ 一定の貨物を輸送する大型貨物自動車
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緊急通行車両等事前届出制度
○ 制度の意義

災害応急対策活動の円滑な推進に資するため、災害対策基本法施行令
第３２条の２第２項に規定する車両について、事前に災害対策基本法施行令
第３３条第１項に基づく確認事務を行うこと。

災害対策基本法施行令第３３条第１項
都道府県知事又は公安委員会は、前条第２号に掲げる車両については、当該
車両の使用者の申出により、当該車両が同号の災害応急対策を実施するための
車両として使用されるものであることの確認を行うものとする。
２ 前項の確認をしたときは、都道府県知事又は公安委員会は、当該車両の使用
者に対し、内閣府令で定める様式の標章及び証明書を交付するものとする。
３ 前項の標章を掲示するときは、当該車両の前面の見やすい箇所にこれをする
ものとし、同項の証明書を当該車両に備え付けるものとする。
４ 大規模地震対策特別措置法（昭和５３年法律第７３号）第９条の警戒宣言に
係る地震が発生した場合には、大規模地震対策特別措置法施行令（昭和５３年
政令第３８５号）第１２条第１項の規定による確認は第１項の規定による確認
と、同条第２項の規定により交付された標章及び証明書は第２項の規定により
交付された標章及び証明書とみなす。
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緊急通行車両等事前届出制度の対象となっている車両

○ 災害応急対策に従事する者又は災害応急対策に必要な物資の緊急
輸送その他の災害応急対策を実施するため運転中の車両
（道路交通法第３９条第１項の緊急自動車を除く）

○ 規制除外車両のうち

・ 医師・歯科医師、医療機関等が使用する車両

・ 医薬品・医療機器・医療用資材等を輸送する車両

・ 患者等輸送車両（特別な構造・装置があるもの）

・ 建設用重機、道路啓開作業用車両又は重機輸送車両
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大規模災害発生時の交通規制（段階別）

１ 緊急車両

３ 規制除外車両のうち、自動車番号標により、外形的に車両の使用者
又は種類が識別できる車両

４ 規制除外車両のうち、自動車番号標により、外形的に車両の使用者
又は種類が識別できる車両以外で、事前届出の対象となるもの

○ 通行できる車両

◎ 第一局面（大規模災害発生直後）

人命救助、災害の拡大防止、政府・自治体・インフラ関係、
負傷者搬送に要する人員・物資輸送を優先

○ 基本的な考え方

２ 緊急通行車両のうち、緊急自動車以外のもの
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大規模災害発生時の交通規制（段階別）

○ 通行できる車両（全国的に斉一を図り、警察庁が調整する車両）

◎ 第二局面（交通容量は十分ではないが、第一局面で通行可
能な車両以外の車両の通行も可能となった局面）

緊急交通路の交通量や道路状況、他の道路の交通容量、被
災や復旧の状況、被災地のニーズ等を踏まえ、緊急度、重
要度を考慮しつつ、規制の対象から除外する車両が決定さ
れる段階。

○ 基本的な考え方

１ タンクローリー・霊柩車・路線バス・高速バスなど
２ 特定の物資（日用品・家畜飼料・新聞紙など）を輸送する
大型貨物自動車
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緊急交通路を通行するために必要となる標章等

緊急通行車両等確認標章

緊急通行車両等確認証明書

※ 規 制 除 外 車 両 の 場 合 は 、 「 緊 急 通 行 車 両 確 認 標 章 」
と 「 規 制 除 外 車 両 確 認 証 明 書 」 が 必 要 と な り ま す 。
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